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３．事後評価結果 

二階建て構造を有する鉄ポルフィリノイド型錯体をさらに拡張した超分子型窒素架橋二量体の合成に成功、

さらに固体担体とのπ共役による電子供与効果を活用することで、触媒系で高い安定性と天然酵素（メタン

モノオキシナーゼ）に匹敵する酸化活性を両立するメタン直接変換触媒の開発を成し遂げたことは高く評価

できます。計算科学との連携により、電気化学的考察を行い固体担体との効果を明確にしたことも大きな成

果です。複雑な構造を持つ触媒の開発に始まりましたが、最終的にシンプルな構造の触媒と固体担体との組

合せでメタン酸化触媒を見出しました。 

研究の進め方について、共同研究への取り組みも多く、触媒反応、反応メカニズムに関する興味深い成果

も多く得られており、理想的なさきがけ研究推進だったと思います。研究者自身の専門である合成化学から

物理化学的な解析に踏み込み、それらの研究成果を論文、特許などで積極的に公開しています。質の高い研

究であるため、今後はより注目度の高い論文誌への発信にも挑戦していただきたいと思います。また、常に

積極的で活発な質疑・議論を行い、領域の活性化に大きく貢献しました。 

電気化学的に高原子価鉄オキソ種生成の可能性を見い出すなど、今後の電極触媒としての展開など大いに

期待しています。 

 

（2021年 9月追記） 

 なお、本課題は新型コロナウイルスの影響を受けて６ヶ月間研究期間を延長し、鉄ポルフィリノイド二量

体類縁体の合成とメタン酸化触媒活性の評価、オキソ種の直接観察について検討しました。その結果、特定

の触媒系において、高いメタン酸化触媒活性を示すことを見出し、これらの成果を短い期間で国際誌に発表

することができました。また、軟 X 線分光により高原子価鉄オキソ種の室温直接観察にも成功しました。研

究期間の延長により、今後のイノベーションに向けた展開を後押しする成果が得られました。 


